
会 社 案 内





それは、1907年の創業以来、ダイハツが大切にしてきた変わらぬ想いです。

当社のスモールカーは、環境に優しく、お求めやすい価格と使いやすさで、

人々の暮らしを支えてまいりました。

これからもダイハツは、それぞれの地域、お客様一人ひとりの生活に、 真摯に向き合い、

自分らしく軽やかなライフスタイルを実現できる製品・サービスをお届けしてまいります。
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＜ 使 命 に 込 め た 想 い ＞



「お客様に寄り添い、暮らしを豊かにする」という使命の も と 、「モノづくり」「コトづくり」の 両 輪 で 事 業 を 推 進 、

  2 つ を 相 互 に スパイラルアップさ せ て い く こ と で 、持 続 的 な 成 長 を 目 指 し ま す 。
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現 在 の ダ イ ハ ツ

ダイハツらしい良品廉価なモノづくり

を通じて、お客様の暮らしを豊かに

することを目指します。

ダイハツならではのやり方で

お客様や地域の方々との接点を拡大し

社会課題の解決に貢献していきます。

持 続 的 な
成 長

モノ
づくり

コト
づくり

ダ イ ハ ツ の 目 指 す 未 来
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誕生以来、日本の成長と共に進化を続けてきた軽自動車。

公共交通機関の利用が難しい地方部では、

軽自動車の普及率は「１家に１台」を超える地域もあり、

移動手段として欠かすことのできない「生活必需品」となっています。

日本ならではの狭い道路でも取り回しのしやすいコンパクトなボディ、

そして低燃費で経済性も高い軽自動車は、まさに「ライフライン」として

日々の生活や仕事を支えています。

日本の道路の

85％※2は

道幅平均3.9ｍの

市町村道です

日本の自動車保有台数

7,800万台のうち

軽自動車は3,100万台

40%※1以上を占めています

軽自動車

40%

「ライフライン」としての軽自動車へのこだわり
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3.9m

軽自動車規格

全幅1.48m以下全長3.4m以下

全高
2.0m
以下

排気量660cc以下

ダ イ ハ ツ は 、軽 自 動 車 に こ だ わ り 、日 々 の 暮 ら し を よ り 豊 か に す る こ と を 目 指 し て い ま す 。

※1 2024年6月末時点、一般財団法人 自動車検査登録情報協会資料より ※2  2022年3月末時点、「道路統計年報2023」国土交通省資料より

道幅

3.9m

全幅

1.48m以下



軽 乗 用 車 軽 商 用 車 軽 福 祉 車 両 小 型 乗 用 車 小 型 商 用 車

この多彩なラインナップを活かし 、トヨタ自動車株式会社、株式会社SUBARU、マツダ株式会社にバラエティに富んだ車両をOEM供給しています。

お 客 様 の 多 様 な ニ ー ズ に お 応 え す る た め に
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日 々 の 生 活 の 「ラ イ フ ラ イ ン 」と し て 、必 要 と し て い る 人 が い る か ら こ そ 、ダ イ ハ ツ は 乗 用 車 / 商 用 車

さ ら に は 福 祉 車 両 、 特 装 車 両 な ど 、 お 客 様 の 多 様 な ニ ー ズ に お 応 え す る 車 両 を ご 提 供 し て い ま す 。

住宅街の細い道や限られたスペースでも乗り降り
しやすく、福祉車両としてのニーズにも対応

トラックやバンをはじめ、多目的ダンプ
などの特装車両も取りそろえる軽商用車



全 国 津 々 浦 々 に 広 が る ネ ッ ト ワ ー ク

ダイハツならではの取組みで

その地域になくてはならない存在となることを目指しています。

●MaaS事業の推進

●地域と繋がる入口となる取組みの実施

カーシェアリング/オンデマンド乗合送迎サービス「チョイソコ」※3/

オールインワン移動販売パッケージ「N i b a k o 」

店舗でのマルシェ開催 /健康安全運転講座の実施

次世代に向けての取り組み
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全国津々浦々で、

地域のお客様に寄り添った

販売、サービスを

提供しています。

※1 新車取扱店舗数 2025年3月時点 ※2  直営店・業販店（ピット店）合計

車 で

約10分圏内に

1店舗

※3 （株）アイシンが開発したAIオンデマンド交通システム

（  取 り 扱 い 販 売 拠 点  ）

※1

※2
約 6,000 店

726 店 舗58 社

（  販 売 会 社  ）



日 本 の 軽 自 動 車 で 培 っ て き た ス モ ー ル カ ー づ く り の 技 術 や

ノ ウ ハ ウ を 新 興 国 に も 展 開 し 、お 求 め や す い 価 格 で 、そ の 国

の お 客 様 に 喜 ば れ る ク ル マ を 提 供 し て い ま す 。

初 め て 新 車 を 購 入 さ れ る 若 い 世 代 を は じ め 、 多 く の 方 に ク ル

マ を お 届 け す る こ と で 、 す そ 野 を 広 げ て い ま す 。

お 客 様 に 寄 り 添 う モ ノ づ く り を 海 外 へ

ダ イ ハ ツ は 、ト ヨ タ グ ル ー プ の 中 で 新 興 国 向 け の 小 型 車 事 業 を 担 っ て お り 、

特 に 、イ ン ド ネ シ ア と マ レ ー シ ア に 現 地 生 産 ・ 開 発 拠 点 を 構 え 、 事 業 を 展 開 し て い ま す 。

現 地 の パ ー ト ナ ー 企 業 と 連 携 し 、 本 格 的 な 生 産 工 場 を

立 上 げ る と と も に 、 開 発 や 部 品 調 達 の 現 地 化 を 積 極 的 に 推 進 し 、

雇 用 を 創 出 、 産 業 発 展 に 貢 献 し て い ま す 。

さ ら に 、 そ の 国 の お 客 様 に 寄 り 添 っ た ク ル マ づ く り を 目 指 し 、

デ ザ イ ン や 開 発 な ど ロ ー カ ル ス タ ッ フ の 育 成 に も 力 を 入 れ て い ま す 。

10

新 興 国 で の ク ル マ の 普 及 を 促 進 現 地 の 自 動 車 産 業 の 発 展 に 貢 献



イ ン ド ネ シ ア 事 業

1 9 8 0 年  ● ダイハツ マレーシア社を 設 立

1 9 9 3 年  ● 第 二 国 民 車 プロジェクトへ 参 画 し 、現 地 資 本 と

合 弁 で 、プロドゥア 社 を 設 立

2 0 1 3 年  ● 競 争 力 強 化 に 向 け 、新 会 社 プロドゥア・グローバル・

  マニュファクチャリング社 (PGMSB) 設 立

2 0 1 4 年  ● ダイハツ・ プロドゥア・ エンジン・ マニュファクチャリング社を 設 立

       ● 構 造 改 革 第 一 弾  新 型 「ア ジ ア」発 売

PGMSB 工場

マ レ ー シ ア 事 業

1 9 7 8 年  ● ダイハツ インドネシア社を 設 立

1 9 9 2 年  ● アストラ ・ダイハツ・ モーター社(ADM)を 設 立

2 0 0 3 年  ● ト ヨ タ と の 共 同 開 発 車 の 生 産 開 始

   (ダイハツ「セニア」、トヨタ「アバンザ」)

2 0 1 2 年  ● カ ラ ワ ン 新 工 場 の 稼 働 開 始

2 0 1 3 年  ● エ コ カ ー 政 策 「LCGC(Low Cost Green Car)」に 適 合 し た

コンパクトカー「アイラ」（トヨタ名「アギア」)を 発 売

2 0 1 7 年  ● インドネシアの 自 動 車 メーカー初 の 本 格 的 R&Dセンター開 所

人 口 ： 約 2 . 8 億 人
( 世 界 4 位 ※ 1 )

人 口 ： 約 3 , 5 0 0 万 人
( 世 界 4 7 位 ※ 3  ）

イ ン ド ネ シ ア 、マ レ ー シ ア を 中 心 に 事 業 を 展 開

7人乗りMPV「セニア」 コンパクトハッチバック「アジア」

（2023年5月時点）

累 計 生 産

8 0 0 万 台 達 成

（2024年実績）

生産台数シェアNo.1

ADM R&Dセンター開所式の様子(インドネシア）※2

クルマの普及と

市場拡大

に大きく貢献

（2006年～2024年）

販売台数

19年連続シェアNo.1

人材育成や商品

強化など現地の構造

改革に取り組む

11※1 2024年時点 ※2 2017年当時 ※3 2024年時点



ダイハツが開発したクルマは、インドネシアのアストラ ・ダイハツ・ モーター社（ADM）、マレーシアのプロドゥア社に加え、

トヨタグループの拠点（タイ、インドネシア、マレーシア、ベトナム、台湾）でも生産され、

東南アジアを中心に約80の国や地域でご利用いただいています。

日 本 で 磨 き 上 げ た 良 品 廉 価 な ク ル マ づ く り で 、世 界 中 の 人 々 の 暮 ら し を 支 え て い ま す 。

ダ イ ハ ツ が 開 発 し た ク ル マ は 約 8 0 の 国 や 地 域 で 活 躍
※2025年6月時点
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ダ イ ハ ツ の
モ ノ づ く り

お客様の日々の豊かな暮らしを支えます

ダ イ ハ ツ は 良 品 廉 価 で 環 境 に も や さ し い 、小 さ な ク ル マ づ く り を 通 じ 、

誰 も が 安 全 に 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る 豊 か な 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

カ ー ボ ン
ニ ュ ー ト ラ ル

良 品 廉 価 安 全 ・ 安 心
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ダ イ ハ ツ は お 客 様 の 声 を 徹 底 的 に ヒアリングし 、実 際 の 使 用 シ ー ン を 現 地 現 物 で 確 認 し て い ま す 。

本 当 に 必 要 と さ れ て い る も の を 追 求 し 、部 品 一 つ 一 つ を 徹 底 的 に 合 理 化 し て い ま す 。

ま た 、 サ プ ラ イ ヤ ー と 連 携 し 、 オープン＆フェアな 調 達 活 動 な ど を 通 じ 、軽 自 動 車 や コンパクトカーに ふ さ わ し い 「良 品 廉 価 」

を 実 現 し て い ま す 。

ダ イ ハ ツ の
モ ノ づ く り

良品廉価

「 お 客 様 が 日 々 の 生 活 や 仕 事 で 本 当 に 必 要 と さ れ て い る 商 品 を お 求 め や す い 価 格 で 提 供 す る 」

 ダ イ ハ ツ が 最 も 大 切 に し て い る ク ル マ づ く り の 考 え 方 で す 。

DNGA（ダイハツ  ニューグローバル  アーキテクチャー）

ダイハツ独自の新しいクルマづくり「DNGA」。軽自動車を起点とした

「一括企画・開発」で新プラットフォームを開発。画期的な新技術を採

用したCVTをはじめ、パワートレーンからボディ、先進装備まで全方位

で進化。2019年の新型「タント」以降、国内外のスモールカーに展開。

軽で事業が成立するビジネスモデルに向け、従来の約半分の面積と投資

で同じ量を生産できる工場として、2007年にダイハツ九州大分（中津）

第2工場を設立。シンプル・スリム・コンパクトな設備や工程で、高品

質なクルマづくりを実現し、その技術やノウハウを国内外の工場に展開。

SSC（シンプル・スリム・コンパクト)

ダイハツ九州株式会社 大分（中津）工場
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良 品 廉 価 を 実 現 す る た め の 2 つ の キ ー ワ ー ド



ダ イ ハ ツ の
モ ノ づ く り

カーボンニュートラル

ダイハツは、各国目標に準じた将来的なカーボンニュートラルの実現に向け、

製品・生産・物流などあらゆる分野でCO2 排出削減に取り組み、地球温暖化という社会課題の解決に貢献します。

製 品 分 野 で の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル

ダイハツが提供する小さなクルマは軽量で低燃費、省資源で、環境負荷が少ない

存在です。ダイハツは長きにわたりスモールカーにこだわり、技術を磨き上げて

きました。そして現在、さらなるCO2低減に向けて、それぞれの地域特性やお客

様ニーズに適した電動化を推進しています。まずはHEV（ハイブリッド車）を投

入するとともに、BEV（バッテリー電気自動車）の開発も進めています。

STOP＆GＯの多い街乗りを中心とした、小さなクルマに最適な

システムとして、発電専用エンジンを搭載したシンプルな構造が特徴の

シリーズ式ハイブリッドシステムを採用。

2021年発売のコンパクトSUV「ロッキー」に搭載。

e-SMART HYBRID

生 産 分 野 で の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル

次世代工場として2022年に本格稼働

した京都(大山崎)工場では、塗装工程の

ドライブース化による空調リサイクル

などの独自技術を用いて、省エネ化。

さらに、「人にやさしい」工場を目指し

作業者への身体的な負荷の低減も推進。

京都(大山崎)工場のリファイン

バイオマス活用プロジェクト

牛糞から取り出したバイオガスを

工場熱源として活用。地域の自治体や

農家(耕種・畜産)と一体となった

実証実験を推進中です。
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「SSCの追求に

よる徹底した省エネ化」「革新技術の開発と織込み」「再生可能エネルギーの活用」

を3本柱として取り組んでいます。

2035年に生産分野におけるカーボンニュートラル達成を目標に据え、



ダ イ ハ ツ は「 先 進 技 術 を み ん な の も の に 」と い う 考 え の も と 、 高

価 な 先 端 装 備 を 小 型 化 ・ 軽 量 化 し 、 お 求 め や す い 価 格 で ご 提 供

し て き ま し た 。

例 え ば 2 0 1 2 年 に は 軽 自 動 車 で 初 め て 衝 突 回 避 支 援 ブ レ ー キ を

搭 載 し 、世 の 中 へ の 普 及 の き っ か け と な り ま し た 。

今 後 も 安 全 ・ 安 心 な モ ビ リ テ ィ 社 会 の 実 現 に 向 け 、 ダ イ ハ ツ ら

し い 先 進 装 備 を 開 発 し 、 多 く の お 客 様 に お 届 け し て ま い り ま す 。

ディスプレイオーディオやカーナビと
お客様のスマートフォンを連携し、
｢つながる安心｣と｢快適・便利｣を
ご提供するサービス

ダイハツは「いくつになっても自由に移動ができる社会」の実現に向け、

自動運転の実証実験に取り組んでいます。

実証実験を行った神戸市北区の住宅街は、高齢化が進む郊外エリアの

ニュータウンであり、丘陵地域特有の坂が多く道幅が狭い環境なので、

軽自動車が活躍できる地域です。

一方、人の横断や狭い道でのすれ違いといった、街中ならではの難しい

制御や検知精度が必要であり、実証走行を何度も繰り返すことで、

技術を磨いています。

小型ステレオカメラ等で周囲を検知。
衝突回避支援や誤発進抑制などの
安全機能に加え、運転支援システムも搭載

住 宅 街 の 走 行 ル ー ト

ダ イ ハ ツ の
モ ノ づ く り

安全・安心

す べ て の お 客 様 が 、日 々 の 生 活 や 仕 事 で 安 全 に 安 心 し て 移 動 が で き る モ ビ リ テ ィ 社 会 の

実 現 を 目 指 し て ま い り ま す 。

将来的な自動運転技術の実現を目指して

予防安全機能スマートアシスト ダイハツコネクト
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ダ イ ハ ツ の コ ト づ く り

少 子 高 齢 化 や 地 方 の 過 疎 化 、公 共 交 通 機 関 の 減 少 な ど 、

日 本 が 抱 え る 多 く の 社 会 課 題 に 対 し 、ダ イ ハ ツ ら し い 地 域 に 根 差 し た や り 方 で 解 決 を サ ポ ー ト し 、

そ の 街 の 持 続 的 発 展 に 貢 献 し て い き ま す 。

ま た 、 子 供 た ち の 笑 顔 を 増 や し 、地 域 社 会 が よ り 明 る く な る よ う 、

全 国 の 販 売 会 社 と と も に 社 会 に 寄 り 添 っ て い き ま す 。

ダ イ ハ ツ の
コ ト づ く り

地域や社会の発展に貢献します

ダ イ ハ ツ は 地 域 や お 客 様 と の 接 点 を 拡 大 す る 様 々 な 「 コ ト づ く り 」 の 活 動 を 通 じ 、

社 会 課 題 の 解 決 と 地 域 の 持 続 的 発 展 に 貢 献 し ま す 。
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地域に密着したモビリティサービスを提供し

「多様な移動ニーズ」へ貢献

ダ イ ハ ツ の
コ ト づ く り
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仕事や生活の

可能性を拡大

いくつになっても

自 由 に 移 動 でき

る社 会 の 実 現

人 手 不 足 の

解 決 を サポート

オ ー ル イ ン ワ ン 移 動 販 売 パ ッ ケ ー ジ 「 N i b a k o 」

軽 ト ラ ッ ク の 荷 台 に 設 置 す

る 荷 箱 を 貸 し 出 し 、 移 動 販

売 / 販 促 の サ ポ ー ト を 通 じ て

地 域 活 性 化 に 貢 献

カ ー シ ェ ア リ ン グ サ ー ビ ス

販 売 会 社 の 店 舗 な ど で

カ ー シ ェ ア を 提 供 し 、

地 域 に 根 差 し た サ ー ビ ス を

展 開

福 祉 介 護 ・ 共 同 送 迎 サ ー ビ ス 「 ゴ イ ッ シ ョ 」

自 治 体 と 連 携 し 、 地 域 の 複 数

の 介 護 施 設 に お け る 送 迎 業 務 を

共 同 化 し 負 担 を 軽 減

送 迎 支 援 シ ス テ ム 「 ら く ぴ た 送 迎 」

オ ン デ マ ン ド 乗 合 送 迎 サ ー ビ ス 「 チ ョ イ ソ コ 」

移 動 手 段 が 限 ら れ た

地 域 に お い て 、 免 許 返 納 後

で も 気 軽 に 移 動 で き る

サ ー ビ ス を 展 開

地 域 密 着 プ ロ ジ ェ ク ト 「 健 康 安 全 運 転 講 座 」

「 産 官 学 民 」 の 連 携 に よ り

シ ニ ア ド ラ イ バ ー の 健 康 と

安 全 運 転 を 支 援

デ イ サ ー ビ ス な ど の 通 所 介 護

施 設 で 負 担 の 大 き い 送 迎 業 務

を 効 率 化



ヒ ュ ー モ ビ リ テ ィ ワ ー ル ドモ ノ づ く り 体 験 教 室

ダ イ ハ ツ 社 員 が 小 学 校
な ど を 訪 問 し 、モ ノ づ く
り の 楽 し さ を 体 感 い た
だ け る 出 前 授 業 を 開 催

小 学 校 5 年 生 の 社 会 科
見 学 を 主 な 対 象 と し た
クルマの 歴 史 と 構 造 を 学
ぶ こ と が で き る 展 示 館

ダ イ ハ ツ の
コ ト づ く り

陸 上 競 技 部 の 活 動 に 加 え 、全 国 の 販 売 会 社 と 連 携 し 、バドミントン や 女 子 サッカー の 草 の 根 支 援 活 動 を 推 進

ダイハツ
陸上競技部

バドミントン
（大会協賛や全国

小学生ABC大会
    への支援など）

女子サッカー

（WEリーグへの
協賛やサッカー
クリニックの開
催など）
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文 化

ス ポ ー ツ

子 ど も た ち

モーター

スポーツ

D A I H A T S U  G A Z O O  R a c i n g

誰 で も 気 軽 に 参 加 で き る
イベントの 開 催 や 、
競 技 参 加 を 通 じ て モーター
スポーツの 裾 野 の 拡 大 に 貢 献

ダイハツ車 ユーザーで あ れ ば
誰 で も 気 軽 に 楽 し め る
“ D-SPORT＆DAIHATSU 
Challenge Cup“ を 開 催

地域スポーツの活性化や子どもたちが

笑顔で暮らせる社会に貢献



取 組 み テーマSDGs骨太カテゴリー

安全で幸せに働ける職場・風土づくりⅠ 従 業 員
人 権 ・ 多 様 性 を
尊 重 し 安 全 安 心

な 社 会 の 構 築

Ⅱ 企 業 持続的成長に向けた事業基盤強化、国/お客様に寄り添う
社 会 か ら 信 頼
さ れ る 企 業 を

目 指 す

Ⅲ 事 業 クリーンな社会実現、安全で自由な移動と輸送を安価に提供
誰 も が い つ ま で も

快 適 に 暮 ら せ る
社 会 の 構 築

ダ イ ハ ツ は 創 業 以 来 、 お 客 様 に 寄 り 添 い 、暮 ら し を 豊 か に す る ス モ ー ル カ ー を 提 供 す る こ と で

社 会 の 発 展 に 貢 献 し な が ら 、自 ら も 成 長 し て き ま し た 。今 後 も 豊 か な 社 会 づ く り に 貢 献 し て

い く た め 「 モ ノ づ く り 」 と 「 コ ト づ く り 」 の 両 輪 で 持 続 的 な 成 長 を 目 指 し ま す 。

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 活 動 の 重 点 分 野 と し て 、人 ・ 社 会 ・ 事 業 に 関 す る「 S D G s 骨 太 カ テ ゴ リ ー 」 を

策 定 し 、着 実 に 推 進 し て い ま す 。
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ダ イ ハ ツ の
サ ス テ ナ
ビ リ テ ィ



ガ バ ナ ン ス社 会

環 境

次 世 代 の た め に 地 球 環 境 を

守 る 責 任 を 果 た し ま す

一 人 ひ と り に 光 を 当 て る『 健 康 経 営 』へ の

 取 組 み を 推 進 し て い ま す

● 災害ゼロを目標に「安全に強い人づくり」「設備や取り扱う

材料の安全対策」「きめこまかい安全管理」を進めています。

● 従業員の心身の健康維持のため、健康

診断・禁煙セミナー・メンタルヘルス研修

など幅広いサポートを行っています。

多 様 な 価 値 観 を 尊 重 し 、働 き が い あ る 企 業 を 目 指 し ま す

● グループ企業内保育園

  「だいはつのもり保育園」

● 障がい者の活躍促進

障がい者用トイレ販促用お菓子の
詰め合わせボックス

ダイハツ保健センター

ガ バ ナ ン ス の 体 制 、 リ ス ク

マ ネ ジ メ ン ト 、コ ン プ ラ イ

ア ン ス を 企 業 経 営 に お け る

最 重 要 課 題 に 位 置 付 け 、

企 業 価 値 向 上 を 目 指 し ま す

経営陣の責任の明確化と従業員の適切

な業務の推進を両軸に社内外に対し透

明性の高いシステムを構築します。

業務におけるリスクの洗出しを行い、

損失の回避、または被害を最小限に

抑えるためにあらかじめ対応方法を

考えておく、全社リスクマネジメン

ト活動に取組みます。

企業経営の重要な基盤として、役員と

従業員の全員が各種研修等を通じて社

会的に高い倫理観を持ち続け、法令順

守に真摯に取組む姿勢を醸成します。

安 全 ・ 健 康

ダイバーシティ・インクルージョン

ガバナンス（内部統制）

コンプライアンス

リスクマネジメント
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ダ イ ハ ツ の
サ ス テ ナ
ビ リ テ ィ

ダイハツグループ環境
アクションプラン2030

はぐくみの森 竜王

社有林内での生き物観察の様子

● 2030年までの取組みプランを策定する

とともに、生物多様性の保全をはじめ

とした自然共生活動を地域社会と連携し

ながら推進しています。

各部門の職場で受入れるとともに、

作業所を設立し、小物部品の梱包業務

などに従事しています。



社 名 ダイハツ工業株式会社

設 立 1907年(明治40年) 3月1日

代 表 者 代表取締役社長 井上 雅宏

主 な 事 業 内 容 自動車の製造および販売

資 本 金 284億円
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※１ 2025年4月1日時点 正社員・嘱託・シニアエキスパート（休職者含む）
※２ 2025年3月末時点の就業人数ベース

従 業 員 数

46,869名(連結)※２

12,577名(単独)※１

 男性 11,495名  女性 1,082名

会 社 概 要

（DAIHATSU MOTOR CO., LTD.）

関 連 会 社 連結子会社 59社

(国内 45社/海外 14社)

持分法適用会社 11社

(国内 8社/海外 3社)

〒563-8651 
大阪府池田市ダイハツ町1番1号

本 社 所 在 地



生 産 状 況 販 売 状 況
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マレーシア

358,108

インドネシア
156,033

日 本

455,128

営 業 概 況

日本

714,440

インドネシア
421,789

マレーシア
360,270

ダイハツ
468,029

ダイハツ
152,329 

プロドゥア
353,320 

トヨタ
229,229

トヨタ
268,964

トヨタ
6,950

マツダ
496

SUBARU
17,182

軽 自 動 車 433,098

小 型 車 22,030

2024年度（単位：台）

世 界 生 産 合 計

1 , 4 9 6 , 4 9 9 台 9 6 9 , 3 6 3 台 ※

2024年度（単位：台）

世 界 販 売 合 計

ブ ラ ン ド 別 生 産 台 数

マレーシア

360,270

インドネシア

421,789

日 本

714,440

乗 用 車 21,335

商 用 車 695

乗 用 車商 用 車

乗 用 車 291,517

商 用 車 141,581

内 訳

内 訳

2024年度（単位：台） 2024年度（単位：台）

※その他の国含む

国 内 で の タ イ プ 別 販 売 台 数
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主 な 車 種 一 覧

主 な 国 内 車 種 主 な 海 外 車 種



滋賀(竜王)工場/

滋賀テクニカルセンター

11
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主 な 国 内 事 業 拠 点

〒563-8651
大阪府池田市ダイハツ町1番1号

本社(池田)工場3

〒563-8651
大阪府池田市ダイハツ町1番1号

本社1

〒103-0023
東京都中央区日本橋本町2丁目2番10号
ダイハツビルディング

東京支社2

〒520-2593
滋賀県蒲生郡竜王町大字山之上2910番地

滋賀(竜王)工場／滋賀テクニカルセンター4

〒618-0081
京都府乙訓郡大山崎町字下植野小字北畑池1番

京都(大山崎)工場5

〒666-0131
兵庫県川西市矢問3丁目21番2号

多田エンジニアリングセンター6

〒839-1206
福岡県久留米市田主丸町吉本1番地2号

ダイハツグループ九州開発センター9

〒879-0107
大分県中津市大字昭和新田1番地

ダイハツ九州㈱大分(中津)工場10

〒839-1206
福岡県久留米市田主丸町吉本1番地

ダイハツ九州㈱久留米工場11

1

2

3

4
5

10

〒664-0831
兵庫県伊丹市北伊丹9丁目37番地2

北伊丹事務所7

〒651-1431
兵庫県西宮市山口町阪神流通センター
1丁目78番1 号

西宮部品センター8

7 北伊丹事務所

6 多田エンジニア

リングセンター

西宮部品センター8

9

京都(大山崎)工場

東京支社

本  社 本社（池田）工場

ダイハツ九州㈱
大分(中津)工場

ダイハツ九州㈱
久留米工場

ダイハツグループ
九州開発センター

第 1 地 区 第 2 地 区
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主 な 海 外 事 業 拠 点

クアラルンプール

マ レ ー シ ア

ジャカルタ

1

2
3 4

5
6

7

プロドゥア・グローバル・

マニュファクチャリング社

( PGMSB )

＊車両製造拠点

4

プロドゥア・マニュファクチャリング社

( PMSB )

 ＊車両製造・開発拠点

2

イ ン ド ネ シ ア

アストラ・ダイハツ・モーター社

( ADM )

カラワン工場

＊製造・開発拠点

6

アストラ・ダイハツ・モーター社

( ADM )

スンター工場

＊製造・開発拠点

5

ダイハツ・ドライブトレーン・

マニュファクチャリング・

インドネシア社

( DDMI )

＊CVT製造拠点

7

ダイハツ・プロドゥア・エンジン・

マニュファクチャリング社

( DPEM )

 ＊エンジン製造拠点

1

プロドゥア・エンジン・

マニュファクチャリング社

( PEMSB ) 

 ＊エンジン製造拠点

3
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ダ イ ハ ツ の 歩 み (1907年～1980年代)
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ダ イ ハ ツ の 歩 み (1990年代～2020年代)



ホームページ https://www.daihatsu.co.jp

〒563-8651 大阪府池田市ダイハツ町1番1号

2025年6月 更新
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